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地震は断層での不安定なすべりが原因であると Brace and Byerlee [1966]によって
実験的に示されて以来、模擬断層における摩擦特性を解明するために種々の摩擦実験





速度状態依存摩擦構成則は３種類のパラメターa, b, L を用いて記述される。これら
の値は、低速度域条件下での摩擦実験の結果から、a, b はともに 10-2–10-3、L は µm
のオーダーとなることが明らかになっている。しかし、中–高速度域条件下では、摩擦














いることで推定された速度状態依存摩擦構成則のパラメターa, b, L の値は、それぞれ
以下の傾向を示した。(1) a については、誤差を含めて<0.03 の値をとり、すべり速度
に依らずほぼ一定である。(2) b については、誤差を含めて<0.5 の値をとり、すべり速
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ついては、すべり速度に依らずほぼ一定である。(2) b については、0.1–1 mm/s まで
はすべり速度に依らずほぼ一定であるが、その速度域を超えると急激に増加する。(3) L
については、すべり速度に対してほぼ線型的に増加する。また、速度一定実験で観察
された急激な定常摩擦係数値の減少については、Rice [2006]による flash heating に関




るすべり速度は大きく異なる(パラメターb では 0.1–1 mm/s、摩擦係数の定常値では
~200 mm/s)。このことは、パラメターb の変化は flash heating 以外のものに起因し
ている可能性があることを示唆している。一方、パラメターL については、実際の地
震波を用いた解析からその値は m のオーダーになることが報告されているが、室内実











ーb と L に対するすべり速度依存性を考慮する必要がある。 
